
 

 清須市の保育園等の入園調整については、保育園等の利用が必要な理由（就労など）によって

下記の指数表に基づいて指数化し、優先順位を決定して調整しております。近年、保護者の就労

環境などの変化などにより入園調整に時間を要する状況であることから、実情に沿った指数の見

直しを含めた検討を予定しております。 

【現行の指数表】 

 

番　号 区　　分 入園指数

10 ｱ

9 ｲ

9 ｳ

8 ｴ

7 ｵ

6 ｶ

5 ｷ

5 ｸ

4 ｹ

3 ｺ

協力者 -1 ｻ

中心者 10 ｼ

6 ｽ

5 ｾ

1/2 ｿ

-2 ﾀ

5 ﾁ

（　　　）

-1 ﾂ

-2 ﾃ

3 出　　　産 8 ﾄ

入　院 10 ﾅ

10 ﾆ

10 ﾇ

5 ﾈ

10 ﾉ

7 ﾊ

5 ﾋ

7 ﾌ

10 ﾍ

5 ﾎ

10 ﾏ

5 ﾐ

6 就　　　学 6 ﾑ

7 求　職　中 1 ﾒ

※就労、就学は休憩時間も含む

※ ﾓ

※ ﾔ

+5 ﾕ

+3 ﾖ

+3 ﾗ

+2 ﾘ

+2 ﾙ

+2 ﾚ

-5 ﾛ

-2 ﾜ

※ﾓ・ﾔについては、内容に応じて優先順位を決定する

※ﾗ･ﾘの保育士等とは保育士、幼稚園教諭、保育教諭とする

5 介　　　護

保育園入園基準指数表

単身赴任等により父母が別居している場合

１月以上の入院付添い　

出産の前後で、保育が出来ない場合（産前3ヶ月産後2ヶ月）

4
疾病・負傷

（本人）

調整指数 特例事由

児童福祉の観点から、特に保育に欠ける緊急度が高いと判断した場合

災害の復旧にあたっている場合

母子･父子家庭、生活保護世帯

祖父母が同じ敷地内に住居を構え、65歳未満で仕事していない場合

小規模保育事業等の卒園児（3歳児以上）

父・母いずれかが市内認可施設の保育士等で７時間以上勤務※

父・母いずれかが市内認可施設の保育士等で４時間以上７時間未満※

週５日以上の付添い

週３日以下の付添い

病　　　院

重度障害者（障害者手帳1・2級）寝たきり老人の全介護

上記以外の場合
自  宅  療  養

一般療養

保育料の滞納が3ヶ月以上となっている世帯　（兄弟姉妹卒園児含）

身体障害手帳１・２級　療育手帳Ａ判定　要介護4級・5級

身体障害手帳３・4級　療育手帳Ｂ判定　要介護3級

身体障害手帳４級未満　療育手帳Ｃ判定　要介護1・2級

兄姉がすでに入所している　（　H31年度兄姉が　5　・　4　・　3　・　2　・　1歳　）

昼間５時間以上、月６０時間以上の就学・技能習得のため保育にあたれない場合

就職活動中

心身障害者

施設等付添い

１・２どちらかに
該当する場合

就労予定者
事業開始予定者

１・２に準ずる指数

上記指数から調整

証明及び勤務している事業所の事業主が保護者の親族に当たる場合

疾　病

1ケ月以上を要する場合

居宅内

1ケ月以上の常時病臥

精神性（3級以上）、感染性疾患

2
居宅外勤労

・
居宅内勤労

自　　営

週5日以上1日８時間以上の就労

協力者
週5日以上1日７時間以上の就労

週5日以上1日５時間以上の就労

事業所が居宅内の場合は上記指数から調整

父母同一の事業所で就労している場合

内　　職 3歳児以上に限る

週5日以上1日6時間の就労（週30時間）

週5日以上1日3時間～６時間以下の就労

週４日以下勤務  3時間～5時間以下の就労

農　　業
中心者

農地５０アール以上　畑３アール以上

農地３０アール以上５０アール未満   畑３アール未満

農地１０アール以上３０アール未満

中心者に準ずる指数から調整

保護者の状況（同居の親族、その他の者が児童の保育にあたれない場合）

1 居宅外勤労

外　　勤

正　規
（育休明含）

週5日以上1日８時間の就労（週40時間）

時短勤務を修得中等の理由により勤務が1日8時間に満たない

非常勤
（派遣社員）
（契約社員）

（パート）

週5日以上1日８時間の就労（週40時間）

週5日以上1日7時間の就労（週35時間）

■保育園の入園調整について 
 



【現行の指数の計算方法及び優先順位の決定方法】 

左記の指数一覧から該当する基本指数と調整指数により計算する。 

例）就労理由（父正社員、母パート 週５日６時間の就労、在園きょうだいあり） 

  基準指数７点（週 5日以上 1日 6時間就労：ｵ）＋調整指数２点（兄妹がすでに入所：ﾙ） 

  ＝調整指数計９点 

 入園調整は、指数の高い世帯順→保育施設の希望順とし、指数が同点で希望順が同じ場合は、

下記Ｂの優先事項により優先順位を決定する。 

【Ａ 入園調整の方法について】 

  指数に基づいて①～③のとおり園を決定する。 
 

 ①同一の希望保育施設において、希望順に関わらず、指数の高い世帯順に決定する。 

  例） Ａさん（１０点の第３希望）とＢさん（８点の第１希望） → Ａさんに決定 
 

 ②同一指数の場合、その保育施設の希望順が高い世帯に決定する。 

  例） Ｃさん（１０点の第１希望）とＤさん（１０点の第２希望） → Ｃさんに決定 
 

 ※指数・希望順がすべて同じ条件の場合は、次のとおり優先順位を決定する。 

【Ｂ 入園調整指数が同点で施設希望順位も同じ場合の優先度について】 

 指数が同点で希望順位も同じ場合は次の順で優先順位を決定する。 
 

①保護者が市内保育施設等に勤務する保育士・幼稚園教諭を優先 

  保育士等の人材確保、育成や就業継続による全体へのメリット等の観点から、保育士、幼稚園教諭、

保育教諭の子どもの利用に当たって配慮する。 
 

②基本指数が高い世帯を優先 

  基本指数と調整指数で同点の場合は、基本指数が高い（就労時間・日数が多いなど）ものを優先とす

る。基本指数で並んだ場合は、月あたりの就労時間が長いものを優先とする。 
 

③母親の勤務地要件 

  母親の勤務地が遠方で、通勤時間の関係で希望園以外の保育園の通園が難しい（希望園以外だと開所

時間を超えてしまう）と判断できる場合は優先とする。 
 

④同居祖父母（同一住所含）がいない世帯、養育する小学生以下の人数が多い世帯を優先 
 

⑤住民税額（世帯収入）が低い世帯を優先する。 

 保育園等は、児童福祉法に基づく福祉施設・事業のため、住民税額が低い世帯を優先とする。 
 

【現状の指数の課題】 

■基本指数 

 ①１０点満点のため、差がつきにくく同点が多いことから、他の要件で優先順位を決定する必要があ

るため、決定まで時間がかかり、保護者にも決定経緯が分かりにくい（全般） 

 ②就労日数、時間の区分けが少ないため、同点が多く、優先順位の決定までに時間がかかる（ｱ～ｷ） 

 ③就労の場合、非常勤の指数が正規よりも低い、就労時間が同じでも雇用形態で差がある（ｳ～ｷ） 

 ④就労の場合、自営協力者の指数が非常勤よりも低い、就労時間が同じでも差がある（ｼ～ﾀ） 

 ⑤農業の面積での指数が外勤者よりも低いこと、面積での指数決定の必要性があるか（ｸ～ｻ） 

 ⑥就学の指数が一つしかないため、就労の要件と差がある（ﾑ） 

■調整指数 

 ①ほかに配慮する児童があるか（ﾓ～ﾜ） 

資料２ 


